
11
月
17
日
、
日
本
共
産
党
む

ら
ほ
え
り
こ
衆
院
島
根
１
区
予

定
候
補
、
尾
村
利
成
、
大
国
陽

介
両
県
議
、
舟
木
健
治
、
た
ち

ば
な
ふ
み
両
松
江
市
議
が
「
ガ

ザ
侵
攻
た
だ
ち
に
中
止
を
・
無

差
別
殺
り
く
は
許
さ
れ
な
い
」

と
松
江
市
内
で
宣
伝
し
ま
し
た
。

む
ら
ほ
氏
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地

区
へ
の
大
規
模
攻
撃
に
よ
っ
て
、

罪
の
な
い
市
民
や
子
ど
も
た
ち

が
大
量
虐
殺
さ
れ
る
危
険
に
直

面
し
て
い
る
と
し
て
、
「
10
人

に
1
人
の
割
合
で
子
ど
も
が
死

ん
で
い
ま
す
。
即
時
停
戦
に
向

け
た
双
方
の
交
渉
実
現
に
向
け

て
国
際
社
会
が
一
致
し
た
行
動

を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
、
日
本
共
産
党
が
「
ガ
ザ

で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
許
す
な
」
と

の
声
明
を
発
表
し
、
ア
メ
リ
カ
大

使
館
や
パ
レ
ス
チ
ナ
駐
日
大
使
と

会
談
し
要
請
を
行
う
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
、
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
一
番
の
特
効
薬
は

消
費
税
の
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の

中
止
だ
と
強
調
。
社
会
保
障
が
削

減
さ
れ
れ
ば
、
家
計
の
負
担
が
増

え
、
生
活
不
安
も
増
大
し
、
消
費

と
経
済
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
と
述
べ
、
「
暮
ら
し
を
支
え
、

権
利
を
保
障
す
る
社
会
保
障
制
度

に
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

舟
木
、
た
ち
ば
な
両
市
議
は
、

市
内
各
地
で
「
子
ど
も
殺
す
な
」

「
攻
撃
中
止
を
」
「
憲
法
９
条
を

も
つ
日
本
か
ら
平
和
的
解
決
を
の

声
を
広
げ
よ
う
」
と
ま
ち
か
ど
か

ら
訴
え
て
い
ま
す
。
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ガ ザ 侵 攻 た だ ち に 中 止 を

消費税減税・インボイス中止で

暮 ら し 支 え る 政 治 を

日
本
共
産
党
は
10
月
18
日
、
国

会
内
で
記
者
会
見
し
、
人
間
ら
し

い
労
働
条
件
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
働
き
方
を
実
現
す
る
「
『
非
正

規
ワ
ー
カ
ー
待
遇
改
善
法
』
の
提

案
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
提
案
は
日
本
共
産
党
「
経
済

再
生
プ
ラ
ン
」
の
柱
の
一
つ
。
こ

こ
20
年
間

で
約
１
・

５
倍
と
な
っ

た
非
正
規

雇
用
者
の

増
加
が
低

賃
金
構
造

を
拡
大
し

「
日
本
を

賃
金
の
上
が
ら
な
い
国
」
に
し
、

経
済
の
長
期
停
滞
の
大
き
な
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

非
正
規
雇
用
の
７
割
が
女
性
で

あ
り
、
男
女
賃
金
格
差
の
大
き
な

要
因
と
な
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
阻
害
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
（
欧

州
連
合
）
や
韓
国
で
も
非
正
規
雇

用
が
増
大
し
て
い
る
も
の
の
待
遇

改
善
や
正
社
員
化
が
政
治
主
導
で

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

は
財
界
の
求
め
に
応
じ
て
非
正
規

雇
用
を
野
放
図
に
拡
大
し
な
が
ら
、

労
働
者
保
護
は
な
お
ざ
り
に
し
て

き
ま
し
た
。

提
案
を
貫
く
大
き
な
柱
は
、
Ｅ

Ｕ
や
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）

条
約
な
ど
で
確
立
し
て
い
る
「
同

一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」
、
「
均

等
待
遇
」
な
ど
労
働
者
保
護
の
国

際
基
準
を
日
本
で
も
確
立
し
、
非

正
規
ワ
ー
カ
ー
の
待
遇
を
抜
本
的

に
改
善
す
る
と
い
う
も
の
。

（
１
）
不
当
な
雇
い
止
め
、
解

雇
を
な
く
し
、
非
正
規
ワ
ー
カ
ー

の
雇
用
の
安
定
を
図
る
（
２
）
非

正
規
ワ
ー
カ
ー
へ
の
差
別
・
格
差

を
な
く
す
（
３
）
「
家
族
的
責
任
」

な
ど
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
促
進
す

る
国
際
基
準
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁

止
を
法
律
に
明
記
す
る
（
４
）
国
・

自
治
体
が
率
先
し
て
非
正
規
雇
用

の
待
遇
改
善
を
す
す
め
る
ー
こ
と

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

非
正
規
雇
用
の
待
遇
改
善
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
大
き
く
進
め

る
力
に
な
り
ま
す
。

ガ
ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
許

す
な

む
ら
ほ
予
定
候
補
、
県
議
、
市
議
が
訴
え

まちかどから訴えるむらほ予定候補、県議団、市議団ら

訴える舟木市議と尾村県議

人
間
ら
し
い
労
働
条
件
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
働
き
方
実
現
を

第35回 戦争体験を語り継ぐ集い

第一部：朗読劇「さあちゃんとヒロシマ」

第二部：島根大学のみなさんと西尾幸子さんの

平和ディスカッション

「“平和のバトン”をつなぐ」

日 時：１２月１７日 13：30～15：30

場 所：市民活動センター（sticビル）

５階「交流ホール」

主 催：「戦争体験を語り継ぐ集い」実行委員会

松江保健生協・新日本婦人の会・松江民主商工会・

島根県教職員組合・生協しまね

（協力）島根大学生協 （入場料無料）

沖縄を考える講演会

講師：関 耕平（島根大学教授）

「沖縄から考える『日本国憲法』と

私たちの責任」

日 時：１２月９日（土） 10時～12時

場 所：松江テルサ中会議室

資料代：500円

主 催：沖縄と連帯する島根の会

（問合せ先）25-5347（中林）

非正規ワーカー

待遇改善法

提案します!

まちかどから訴えるたちばな市議

12月 みんなで考えよう

戦争と平和 企画のご紹介


